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本研究では，先端形状（頭付き型， J型， L型），直径（24, 30, 36mm），呼び長さ（700, 800, 900mm）の異
なる先付けアンカーボルトを対象に，ボルト頭部からバースト波を活用した超音波計測を行い，得られた反射エ
コーの特徴から，ボルトの先端形状および埋込み長さを非破壊で評価する方法について検討することを目的とし
た。その結果，直径24mmに限定すれば，いずれの呼び長さにおいても，反射エコーの出現回数に着目することに
より，頭付き型， J型および L型の先端形状を判別できることがわかった。一方，埋込み長さは，いずれの直径で
あっても，頭付き型であれば，精度良く推定できることを明らかにした。


